
 1 

2022年度第 2回町田市自殺対策推進協議会 会議録要約 

 

１ 日時 2022年 10月 27日（木) 15時 30分～17時 15分 

 

２ 場所 市庁舎 3階 3-1会議室  

 

３ 出席者 

秋法律事務所 秋山委員、北里大学医学部精神科学 稲田委員、特定非営利活

動法人全国自死遺族総合支援センター 秋田委員、特定非営利活動法人東京多

摩いのちの電話 早借委員、八王子労働基準監督署町田支署 長久保委員、町

田公共職業安定所 君波委員、警視庁町田警察署 木崎委員、警視庁南大沢警

察署 松村委員、町田消防署 貴志委員、町田市民生委員児童委員協議会 荻

野委員、公益社団法人東京都町田市歯科医師会 戸羽委員、一般社団法人町田

市薬剤師会 安岡委員、社会福祉法人町田市社会福祉協議会 小林委員代理、

町田商工会議所 青木委員、町田市町内会自治会連合会 中委員、町田市公立

小学校長会 山中委員、町田市公立中学校長会 高橋委員代理 

 

４ 資料 

【資料 1-1】報告事項 

【資料 1-2】「（仮称）次期町田市保健医療計画」の策定について 

【資料 2】協議事項 

【資料 3-1】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（地域）】 

【資料 3-2】町田市自殺対策計画事業進捗シート【関連事業（町田市）】 

 

５ 議事要約 

（１）開会 

事務局から開会が宣言された。 

 

（２）報告事項 

①事務局から町田市内の自殺の状況について報告があった。 

②事務局から 2022年度自殺対策推進事業の取組状況について報告があった。 

③事務局から（仮称）次期町田市保健医療計画策定の進捗について報告があっ

た。 
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（質疑・意見） 

会長代理：2021 年の町田市の自殺死亡者数は数人減っているが、若年層と女性

は増加傾向にあるという理解で良いか。 

事 務 局：その通りである。 

委 員：町田市の自殺者は他市（同一規模の自治体）と比べて多いのか少な

いのか。 

事 務 局：資料の自殺者は速報値で、今後、数値は大きく変わってくる可能性

があるので現段階で比較することは難しい。今年の確定値が出たら、

比較を行っていく。 

委 員：自殺者の年代はわかるか。 

事 務 局：2022年の暫定値では、20歳から 29歳と 40歳から 49歳がそれぞれ 4

名ずつと多くなっている。女性と男性はほぼ同数である。今までは男

性が多かったが、女性が増えている。 

委 員：意識調査の「相談したり、助けを求めたりすることにためらいを感

じる」人の割合が多いことに驚いた。 

事 務 局：意識調査の結果についてはまだ速報の単純集計なので、これから前

回との比較など分析を行う予定である。 

委 員：意識調査が確定するのはいつごろか。 

事 務 局：今年度末には出る予定である。報告書という形でまとめる。 

会長代理：新たな自殺総合対策大綱の特徴があったら報告してほしい。 

事 務 局：新たな自殺総合対策大綱の特徴として、一つ目に、子ども・若者の

自殺対策の更なる推進・強化があり、ＩＣＴの活用も挙げられてい

る。二つ目に、女性に対する支援の強化があり、妊産婦へのケアや

非正規雇用などの対策が挙げられている。その他にも、地域自殺対

策の取組強化として、地域に応じた自殺対策の推進や、新型コロナ

ウイルスの影響を踏まえた対策の推進などが盛り込まれている。 

委 員：新型コロナウイルス感染症に起因する自殺はあるのか。 

事 務 局：新型コロナウイルス感染症に起因する自殺の把握は難しいが、有事

の際には、その 2 年から 3 年後に自殺者が増える傾向にある。今後

しばらく影響が続くと思われるため、動向を注視していきたい。 
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（３）協議事項 

事務局から 2023年度自殺対策推進事業について報告があった。 

（質疑・意見） 

会長代理：自殺対策強化月間を 2 か月間から 1 か月間に変える理由は。新型コ

ロナウイルス感染症が影響しているのか。 

事 務 局：2020 年度から新型コロナウイルス感染症の影響により外出控えが続

き、啓発しても市民の目に留まりづらかったため、2か月間にしてき

た。しかし、来年度からは 1 か月間に戻し、効果的に啓発をしてい

きたい。 

会長代理：国が自殺対策に乗り出した頃、自殺対策強化月間に駅前などでキャ

ンペーンなどを行っていた。改めてキャンペーンは実施しないのか。 

事 務 局：大々的なキャンペーンよりも、悩みを抱えている人にそっと寄り添

えるように、ゲートキーパー普及啓発ステッカーを商業施設のトイ

レやコンビニエンスストアなどに貼るなどの活動を行っていきたい

と考えている。 

委 員：町田市の職員はゲートキーパーになっているのか。 

事 務 局：町田市の職員もゲートキーパーはいる。当初は職員向けにゲートキ

ーパー講座を開始し、その後、地域などに拡大している 

委 員：学校の先生もゲートキーパーになっているのか。 

事 務 局：健康推進課で行っているゲートキーパー養成講座に加えて、教育委

員会でも年２回ゲートキーパー養成講座を行っている。 

委 員：ゲートキーパー普及啓発ステッカーを町内会・自治会の掲示板に常

時貼付することは考えていないか。チラシでは 1、2週間で雨ざらし

になって見えなくなってしまう。また、掲示物が多くて 1、2週間で

別の掲示物になってしまう。 

事 務 局：貼付可能か確認が必要なので、確認する。 

委 員：総合相談会は市庁舎で行うのか。生涯学習センターなどは使わない

のか。 

事 務 局：相談員が参加しやすいように、今年と同じように市庁舎で行う予定

である。 

 

 

2023年度自殺対策推進事業について全会一致で承認された。
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（４）情報交換 

各委員から町田市自殺対策計画関連事業に関する 2022年度の取組状況につい

て、資料 3-1のとおり報告があった。 

※会議での発言に基づいて、資料 3-1 に事務局で追記・修正した部分に下線を

引いてあります。 

 

 

（質疑・意見） 

委 員：町田市社会福祉協議会が行っている「ここなび（こころのナビゲー 

ション）」を見てみたが、出来が素晴らしい。ＳＮＳを使った支援は

便利な分、難しさもあると思うが、うまく活用されている。これは町

田市社会福祉協議会だけで行っているのか。 

委 員：町田市社会福祉協議会で行っている。ただ、相談については、町田

ではない人からの相談もあり、その場合も同じように返答している。

回答は抽象的に答えるようにしている。小学校には名刺台サイズの

カードを配布してもらっている。 

委 員：自殺未遂の人へのフォローについては、北里大学病院など大きな病

院に搬送された人の場合は精神科もあり、その後のケアなど連携で

きるが、大きな病院以外に搬送された場合のケアをどうするかは、

重要な課題であると感じている。 

会長代理：他の方の発言を聞いている中で、今後連携してみたいことなどあっ

たら、事務局までご連絡いただきたい。 

 

（５）閉会 

会長代理から、閉会が宣言された。 


